
平成２０年度オオタカ保護連絡会議の開催について 

 

 平成２０年１０月２４日に、「オオタカ保護連絡会議」を開催し、平成２０年のモニタ

リング結果について報告し、平成２１年のモニタリング計画について御検討頂きました。 

この連絡会議は、専門家の方々からの「オオタカ保護策の提言」に基づき、モニタリン

グから得られた情報が速やかに猛禽類の専門家、地元自然保護団体、行政機関などに提供

され、適切な対応を図られることを目的に、平成１９年に設置されたものです。 

 

 

【連絡会議への報告・検討結果】 

 平成２０年のモニタリング調査は、事業団が行なう現地調査に自然保護団体の皆さんも

参加していただき、情報を共有する中で３月～７月の期間に実施しました。その結果、こ

れまでと同じ営巣木で、オオタカの繁殖（推定２羽）が成功したことが確認されました。 
また、処分場の建設工事による影響は確認されませんでした。 

  平成２１年度のモニタリング調査については、次の方針のもと実施していくことが決ま
りました。 
（１) 従来の営巣地における繁殖状況を確認する 
（２) 処分場建設地周辺のオオタカの生息、繁殖の有無を確認する 

（３) 地元自然保護団体との情報の共有を行ないながら合同調査を実施する 
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